







A Case of Odontogenic Myxo-fibroma
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年代 報告　者 露 筋 発生部位 大　し　さ 病理組織診断 治　　　　　療 埋状歯 備考
1970下里常弘他 43 ♂ 右側上顎骨・上顎洞 クルミ大 asteofibromyxo上顎骨部分切除 再発例
17 ♂ 右側上顎骨・上顎洞 小児手挙大 fibromyxo㎜摘出術
籾山正徳他 36 ♀ 鋼部顎骨 栂指頭大 fibromyxoma摘出術
13 ♀ 右側下顎骨骨体部 小児手挙大 fibromyxom乱摘出術 十
1971今里洋一他 17 ♀ 右側下顎体部・上行枝 醐び栂権頭大 顎切再植術
増田正樹他 36 ♀工 50×30m田 粘液線維腫 下顎骨部分切除51 ♂ 巳部 鶏卵大 粘液線維腫 上顎骨部分切除渡辺邦一他 25 ♂ 廟部 3×3×1cm臓響纏 摘出術小川邦明他 45 ♀ 百1部 40×20×15m皿粘液線維腫 摘出術
1972松田　登他 28 ♂ 左側下顎隅角部 粘液線維腫 下顎骨関節離断術 十
北和田信吾他 22 ♀ 7～31部 myxoma 下顎骨連続離断切除術
1973伊藤輝夫他 10 ♂ 左下顎角部 鶏卵大 α㎞㎏田icm脚協㎜a顎骨離断・腸骨移植 十
田中紘三郎他 20 ♀ 区～上行枝部 8×4×35cm粘液腫 顎骨切除・腸骨移植
岡山秀昭他 27 ♀ 右側下顎角部 4×5×4cm粘液線維腫 摘出術 十
丸谷雅晴他 31 ♂ 右側下顎枝部 57×36×17m田粘液線維腫 摘出・部分切除術
富田喜内他 40 ♂ 左下顎骨体～下顎枝 粘液線維腫 顎骨離断術・腸骨移植
藤岡幸雄他 40 ♂ 阿部 cdontogenic町x噸下顎髄続離断・鵬移植1974竹蓋　啓他 49 ♂ 下顎正中舌側歯肉 15×15×田cmmyxofibroma摘出術
竹原督之輔他 4 ♂ 厄部 so鴫alled町xoma摘出・腸骨移植
佐川俊枝他 26 ♀ 后「部 くるみ大 粘液腫 摘出術
鈴木郁三他 16 ♀ 左側上顎骨犬歯部 30×50×40皿m粘液線維腫 全摘出術
茂木敏男他 49 ♀ 右上顎臼歯部 60×45×30mm粘液線維腫 全摘出術
24 ♀ 右上顎臼歯部 70×55×45mm粘液線維腫 全摘出術 十
新井　光他 38 ♂ 7十1部 myxofibroma切除
辻　和秀他 12 ♀ 司部 3×3×2cm町xofibroma摘出術
伊藤隆利他 45 ♂ 司部 部分切除磯野和秀他 1 ♂’ 上顎前歯歯槽提部 栂指頭大 粘液線維腫 摘出術
1976長谷川　明他 32 ♂ 右下顎臼歯舌側歯肉 odontogenic@可xofibrom摘出術内藤敏雄他 41 ♀ 左顎関節部 軟骨粘液様線維腫 部分切除
高野裕行他 27 ♂ 上顎右側臼歯部 6×4×3cmmyxofibroma全摘出術
乃村洋石他 24 ♂ 巨「部 myxoma 摘出・腸骨移植
小田島哲世他 13 ♀ 右側下顎骨体部 手挙大 粘液腫 半側離断術・全摘出 十
59 ♂ 右側囎下部・歯槽突起部 4×5cm 粘液腫 摘出術
12 ♀ 右側下顎角部 粘液腫 摘出術
47 ♂ 左側下顎角部 鶏卵大 歯原性粘液腫 半側離断・腸骨移植 十
赤木真人他 26 ♀ 丁口部 4×3×3cm粘液線維腫 摘出術
酒井康友他 28 ♂ 京部 線維腫37 ♂ 口蓋軟組織 粘液線維腫
35 ♀ 可部 鶏卵大 粘液線維腫
38♀ 司部 粘液線維腫31 ♂ 16部 鶏卵大 粘液線維腫
44 ♂ 』部 粘液線維腫27 ♀ 匿部 粘液線維腫
43 ♀ 7＝¶部 粘液線維腫
1977森本忠三他 26 ♂ ヱニ田部 小鶏卵大 粘液線維腫 部分切除 十
倉地洋一他 35 ♀ 左下顎臼歯部 4×3cm 粘液腫 半側切除
18 ♂ 左上顎臼歯部 粘液腫 部分切除 十
29 ♀ 左下顎臼歯部 35×22×2＆m粘液腫 部分切除
前田健一郎他 34 ♀ 右下顎枝部 粘液線維腫 片側離断
竹原督之輔他 48 ♂ 巨右下顎上行枝 粘液腫 離断・腸骨移植
井原邦夫他 35 ♀ Gニユ部 粘液線維睡 摘出術
瀬山　淳他 28 ♀ 巳部 25×31×15mmfibromyxoma部分切除1979阿部伸雄他 44 ♀ 　　　一@部 32×43×18mm歯原性粘液線維腫 摘出術 本報告
50 阿部他：歯原性粘液線維腫の1症例
表2：最近の本邦における顎骨粘液腫の総括
　　　（1970－－1977）　53修「1］
症例数 百分率（％）
●性別
男性 26 49．1
女性 27 50．9
●受診年齢
0～9 2 3．8
10～19 9 17．0
20～29 15 28．3
30～39 11 20．7
40～49 14 26．4
50～59 2 3．8
平均年齢 30．7
●顎別
上顎 16 30．2
下顎 37 69．8
●部位
臼歯部 33 62．3
前歯部一臼歯部 13 24．5
前歯部 4 7．5
その他 3 5．7
●処置
離断及び離断＋腸骨移植 11 24．4
部分切除 10 22．2
摘出及び摘出＋腸骨移植 21 46．7
その他 3 6．7
●術前病理組織診断
施行した例 13 24．5
粘液腫又は粘液線維腫 11 84．6
その他 2 15．2
●埋伏歯との関係
ある 9 17．0
ない 44 83．0
している如く，臼歯部が好，多発部位と考えられ
る．
　摘出物の大きさは渉猟出来たものの中で小鶏卵
大，鶏卵大のものが23例（51．1％）で最も多く，
籾山8）等が小児頭大，小児手挙大，鶏卵大に達す
るもの58．1％と報告したのと同様に，腫瘍がこの
程度の大きさになると主なる臨床的自覚症状であ
る顎骨の膨隆を来たし，処置を受けるのもこの大
きさの時期であるからだと思われる．
　そして処置は離断又は離断と腸骨移植の併用
11例（24．4％），部分切除10例（22．2％），摘出又
は摘出と腸骨移植の併用が21例（46．7％）その他
3例（6．7％），であった．渉猟した中で再発の為
に処置を行なったものは1例あるのみで，これは
Barros7）の26％，籾山8｝の5例（約15％）よりか
なり低い．本腫瘍の処置は，Barros　7｝が局所の浸
潤性があるので広範囲な切除が必要であるとし，
Zimmeman　6）は主として掻爬術を，浸潤性のも
のには切除術を奨励し，又Thoma　1）は通常一塊
に摘出する事が容易な場合は切除が必要ではない
と見解を示し本腫瘍の本態と同様，種々の見解が
述べられている．しかし処置のいかんにかかわら
ず各報告は経過観察の重要性を強調している．
　臨床診断を下したものの中ではエナメル上皮
腫，線維腫，骨線維腫の診断が多い．顎骨に現わ
れる本腫瘍の臨床症状は下歯槽神経への侵襲のた
め，口唇の知覚異常や顎骨の腫脹による歯牙の転
位等を起すものの，腫脹を主訴とするものが多く，
X線所見でも多くは多房性，蜂巣状の透過像を示
す事が多くAmeloblastoma，　Fibroma，　Fibrous
dysplasia，　CYst　6｝　43）等と類似し，又臼歯部に比較
的多い事などから臨床症状，X線所見のみでの診
断は困難で病理組織診断を待たねばならない．術
前の病理組織診断を行なったものは13例（28．
9％）でその結果，粘液（線維）腫又はその疑いを
もったものが11例（84．6％）であった．
　処置後，歯原性と診断したものは5例であり，
自験例を含め3例は明らかに歯原性と思われる上
皮の存在を認めている．2例は腫瘍内に歯牙の存
在を認めた事により，1例は病変が歯原性間葉の
腫瘍性増殖と考えられるため歯原性と診断してい
る．しかしながら埋伏歯を含む他の症例も歯原性
の診断名を付記しないまでも少なからず歯原性を
否定出来ないとしている．
　粘液線維腫が歯原性であるか否かの決定は容易
でなく，Thoma　Dが，歯原性粘液腫を歯牙に関係
ある組織，歯乳頭，歯小嚢，歯根膜等より発生す
るとしている様に通常歯牙との関係が明瞭である
か，歯原性上皮の存在が認められない限り歯原性
を診断するのは困難である．本症例においてtt’
マラッセ残遺上皮類似の上皮島が観察されたとこ
ろから，歯原性が示唆された症例である．
結 論
1）我々は，44才女性の左側下顎大臼歯部に発現
した歯原性粘液線維腫と診断した症例を経験し
た．病理組織学的に，腫瘍内にマラッセの残遺上
皮類似の上皮島を認め，歯原性を示唆していた．
松本歯学　5（1）1979
摘出後，6ケ月を経ているが，再発などの徴候は
認められない．
　2）本邦における最近の顎骨粘液（線維）腫の
報告例と自験例を併せて53例を渉猟し，先人の総
括的報告例と比較検討し考察を行なった．
　稿を終るに当り終始懇切なる御教示を賜った本
学口腔病理学教室　枝　重夫教授に感謝の意を
表します．
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